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【事業所概要】
　この事業所は横浜市営地下鉄弘明寺駅から徒歩2分の便の良いところにあり、家
族の来訪も多い。横浜国大の留学生会館や大岡健康プラザ・地域ケアプラザ・商店
街が近くにあり、大通りに近いが閑静な環境である。1階は同じ法人が運営する小
規模多機能型居宅介護事業所があり、2、3階がグループホームになっている。
【食の取り組み】
　事業所の理念である「みんなの笑顔は食事から　おいしく、たのしく、健康に」
の実践として伊勢原農協まで新鮮な野菜を仕入れに行き、それらを専任の調理人が
調理している。米や水にもこだわりがあり、毎週1回は新鮮な刺身も食卓にのぼ
る。皆で調理したり、回転寿司へ行くなど利用者の食の楽しみを満たしている。
【利用者への接し方】
　職員は利用者に対し人生の先輩として敬意を表し、一人ひとりに愛情を持って笑
顔で接している。アットホームではあるが慣れなれしくならないように気を使って
おり、明るい雰囲気を出すよう心がけている。職員は利用者を第一に考えるよう指
導されており、利用者とコミュニケーションをとる時間を多く作り、言葉にならな
い声に耳を傾けるよう支援している。またスキンシップを大切にしており、全利用
者に毎日行っている足浴はスキンシップと1対1のコミュニケーションのために欠か
せないケアとなっている。
【医療連携体制】
　平成22年7月より医療連携体制が確保され、南区の訪問看護ステーションにより
週1回健康チェックが行われている。利用者のかかりつけ医との連携も密に図られ
ている。　ご入居者様には、いつも伸び伸びと生活していただけるように支援しています。そ

の中でも、健康に留意しながら安心して安全に暮らせるホーム作りを心がけていま
す。生活の中で、ご入居者様一人一人が選択する力や、お気持ちを大切にしながらケ
アに取り組むことを常に、目標としています。また、ご家族様が抱えているお気持ち
や、希望を相談しやすい環境にしていくために、小さなことでも日頃よりコミュニ
ケーションの一環としてお伝えするようにしています。ご家族様をはじめ、地域の
方々へ常に解放した施設になるように、また「ただいま」と帰ってこれるような温か
いホームになるように心がけています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームみのり　若さん・宮さん

３階　宮さん

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進委員会を３カ月に１回開催し
ています。情報の交換を中心に、認知
症に関する簡単な勉強会なども実施し
ています。

　12月、3月、6月、9月と、3ヶ月ごと
に会議が行われた。行政、地域包括支
援センターの所長、町内会長や町内役
員、利用者家族などの出席があり、報
告や意見交換を行っている。

市町村開催のセミナーへ参加呼びかけ
を、職員をはじめ地域に向けて行って
います。また、事業所の状況を定期的
に報告し、アドバイスを頂きながら運
営しています。

　日頃から運営推進会議や事故報告、
研修等で情報を交換している。またス
プリンクラー設置については相談しな
がら進めており、今年度中に設置でき
る見込みである。

地域の方々をはじめ、突然の訪問や見
学に対しても気軽に立ち寄ってもらえ
るようにいつでも解放しています。ま
た、毎日の散歩の中で地域ケアプラザ
や、近隣の公園を利用しています。

　散歩や運営推進会議で地域との繋が
りが出来ており、地域の夏祭りや避難
訓練に参加している。4月にバザーを
実施し介護相談を受けた。毎月小学生
の訪問を受けるなど地域と交流してい
る。

ご入居者様のケアに配慮しつつ、地域
からの相談、家族、ボランティア、見
学者、介護実習生の受け入れなど、地
域へ向けていつでも解放しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者と職員は理念を共有する為に、
各フロアに理念を提示しています。３
階においては、今年度８月にフロア理
念を３階スタッフ全員で相談し作成。
スタッフルームに掲示し日々ケアに取
り組んでいます。

　「食」を大切にするという法人全体
の理念は毎日の食事に活かされてい
る。「立ち止まり聞く」「笑顔を引き
出す」というグループホーム独自の理
念は7月に職員間で話し合い決定し
た。11月は強化月間で毎日の申し送り
の際に復唱している。

　Ⅰ　理念に基づく運営



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

夜間以外は、玄関やホールは解放して
あります。職員全員が意識できるよ
う、全員で声を掛け合いながら防止し
ています。入居者様に自由に過ごして
いただくことが、身体拘束廃止につな
がる第一歩と考えています。

　玄関の鍵は夜間は施錠しているが、
館内の鍵は24時間かけておらず、利用
者は自由に行き来している。職員は拘
束に当たる言葉かけ等も学習してお
り、当日も拘束につながる言葉掛けは
見られなかった。

個々の必要性に応じて包括支援セン
ターと協働するようにしています。

契約、解約時には利用者、家族の疑問
点を作らないように十分な説明をする
と共に、どのような事でも質問出来る
ように努めています。

相談や苦情はいつでも言えることを毛
頭、文章にて伝えています。窓口は担
当者を決めています。第三者へ伝えた
い場合は、公的窓口があることを文章
にて伝えています。迅速に対応し改善
に努めています。

　家族とのコンタクトが多く、要望は
すぐに実施するようにしている。医療
連携体制加算の実施やスプリンクラー
の設置について利用者家族にアンケー
トを実施し意見を出してもらい、賛否
を問うた。

高齢者虐待防止手引きを読みあい、職
員一人一人が虐待についての意味を知
るようにしています。また、虐待防止
に関しての研修にも職員全員が参加で
きるよう、事業所内で研修を実施。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

日本、神奈川県、横浜市グループホー
ム協会に所属しています。出来る限り
研修等に参加しています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

相談から利用に至るまで、ご本人の不
安や困っていること、希望等を十分な
時間をかけて聞くように心がけていま
す。利用後も安心できるまで継続して
います。

向上心は自分で持つものと日頃から伝
えています。職員の良い点などは日頃
から発見し、伝えていくように心がけ
ています。改善すべき点は明確に伝
え、一緒に考えていくように取り組ん
でいます。

職員が日常的に学ぶことを日頃から伝
えています。それぞれの段階に応じて
研修参加を呼びかけています。研修年
次計画をたて、職員が気軽参加できる
ような環境つくりに努めています。

職員の採用、運営方法、入居者受け入
れや、入居継続の可否については、職
員と一緒に検討しています。

　職員はリーダーに気軽に意見を言え
る環境にある。毎日の申し送りノート
や不定期に行われるフロア会議に意見
を上げることもあり、リーダーは2か
月毎に行われる職員会議に反映してい
る。議事録は全職員が閲覧可能であ
る。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

面会時間に制限なく、いつでも来所可
能になっています。電話等も、ご本人
の状況に合わせて取り次ぎを行ってい
ます。

　駅から近いこともあり、面会は24時
間可能である。自分で電話を掛けた
り、手紙を出す支援も行っている。お
歳暮の習慣を続けている利用者もお
り、途切れないように支援している。
訪問当日には遠方からの面会があり、
湯茶のもてなしを受け楽しそうに会話
をしていた。

近況を定期的にお伝えしています。時
間の制限なく面会を受け入れます。面
会時には相談しやすいように職員は必
ず声かけを行っています。

可能な選択肢を提示し、自己決定出来
るように支援しています。電話相談で
も、丁寧な対応を心がけています。市
町村のサービス、介護保険のサービス
等公平な立場で説明するようにしてい
ます。

一緒に過ごしていく中で、娘であり、
また孫であり、時に良き相談者となり
喜怒哀楽を共有しながら、個々に合わ
せた時間をかけて信頼関係を作り上げ
るように努めています。

相談から利用に至るまで、ご家族様が
不安や困っていること、求めているこ
とを十分な時間をかけて聞くように
し、混乱や気持ちが整理出来るようお
手伝いさせていただきます。ご利用者
共により良い方向に考えられるように
お手伝いをします。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

一人ひとりの生活スタイル、ペースを
大切にし生活が安定しているか、安心
して暮らせているかなど、常に把握す
るように努めています。

日常の様子の中や、発言の中からくみ
とるように努めています。

　入浴や足浴、フロアや個室での個別
の時間を大切にしている。「立ち止
まって聞く」という理念どおり本人の
言葉はもちろん、言葉にならない想い
も大切に聞くようにしている。

これまでの生活の様子を出来る限りご
家族様や、ご本人様からお聞きし、個
人情報に注意しながら、職員間で共有
するように努めています。日常の会話
の中からも今までの暮らし方や、馴染
みの物を知るようにしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

お互いが出来ない事をフォローし合え
る状況が出来ています。必要に応じて
職員が入ることで関わり合いを深めら
れるよう努めています。

必要に応じて対応しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

地域の催し物、ケアプラザの体操教室
等、ご本人様が地域の住人として暮ら
せるよう、周囲の方々に支えてもらっ
ています。

ご家族様の対応を中心とした、かかり
つけ医への定期的な受診を必要に応じ
てお手伝いさせていただいています。
受診前には、日頃の様子を細かくお伝
えし、必要に応じて情報を提供してい
ます。ご家族様へのご負担も考え、都
合が悪い時や、緊急時には職員で受診
の対応を行っています。また、必要で
あれば主治医の先生へお手紙を作成す
ることもあります。

　原則は家族が伴って受診している。
職員の介助は実費になるが必要な利用
者には行っている。またインフォーマ
ルのサービスを利用し通院している利
用者もいる。通院が難しい利用者は訪
問診療に切り替えたり訪問看護を利用
している。

日常の様子、言動を時刻に制限なく介
護記録に記入しています。また、記録
をもとにその人らしい介護計画になる
ように努めています。専門用語はなる
べく使用しないように心がけていま
す。

ご本人様、ご家族様のニーズには出来
るだけ柔軟に対応するように心がけて
います。また、ご本人様の状況を踏ま
えそれらのニーズに対して十分な検
討、相談を行い、想いに沿えるよう心
がけています。

日常の情報を職員全員で共有しなが
ら、ケアに反映させています。また、
モニタリングを通し計画作成担当者と
ケアプランの見直しを行ってます。

　カンファレンスで話し合われた事を
リーダーが吸い上げ計画に反映してい
る。状態が悪く入院中の利用者や区分
変更が必要な利用者について皆で話し
合っている。毎月のモニタリングは
行っているが、定期的な評価が行われ
ている事を確認できなかった。

　サービス実施事項の記入は
確認できたが、モニタリング
と評価の区別が明確ではな
かった。次の計画に進むため
にも、目標に対する評価を行
い計画を変更するのか継続す
るのかを話し合うことが望ま
れる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

運営推進委員会や、地域の消防署の情
報交換等に参加。定期的に避難訓練を
実施。地域への参加も呼びかけを行
い、お互いに助け合える体制が出来る
ように努めています。

　12月・6月の2回避難訓練を行い夜間
を想定した訓練も行った。9月には地
域と連携した合同の避難訓練にも参加
した。1階の厨房で水・米・缶詰等を
備蓄している。懐中電灯や簡易トイレ
等の用意もある。

日常の様子、変化を細かくご家族様へ
お伝えし必要に応じてかかりつけ医へ
の相談を行っています。職員全員で方
針を定め関係者と繰り返し相談を行い
ながらケアに努めています。また、医
療連携体制導入に伴い、重度化・終末
期に向けた指針を作成し、一人一人を
大切に思うチームケアに努めていま
す。

　医療連携体制加算の導入に際し、マ
ニュアルを整備した。意向確認書であ
らかじめ家族の意向を聞いたうえで、
医師や家族と話し合いながら進めるよ
う、スタッフミーティングで申し送り
を行っている。今後も研修で、できる
こととできないことを確認していく意
向である。

急変や緊急時の対応に関してはマニュ
アルを基に、会議を実施しています。
また、今後の課題は、職員全員が急
変、緊急時等の対応に関する研修に参
加できるよう検討しています。

平成２２年７月より、医療連携体制を
確保。ご利用者様をはじめ、ご家族様
にも安心してご利用いただくために導
入しました。週に一回の看護師の訪問
で、個々のかかりつけ医（主治医）へ
の連携も図っています。また、看護師
は馴染みの関係を構築する為に、いつ
も同じ人が訪問します。
入院をした際、病院に必ず伺い病状や
今後の対応を確認するようにしていま
す。また、ご家族様と相談の上で必要
に応じてご家族様と一緒に担当医のお
話を伺い、本人の状態に合わせて施設
での生活になるべく早く戻れるよう支
援しています。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

食事の準備など、一人ひとりの能力に
応じて一緒に行っています。また、片
付けでも、ご入居者様に負担にならな
いよう配慮し一緒に行っています。ご
入居者様同士で作り上げた役割を大切
にし、安全に行えるように支援してい
ます。

　スタッフ2人が食事に加わり同じも
のを食べながら見守りを行っている。
野菜や水、米もこだわりを持って調達
している。時には外食に切り替えたり
生の刺身を出すこともある。訪問当日
は利用者が片付けを手伝っていること
を確認した。

２４時間全体を通して、ご本人様の
ペースで生活が出来るよう支援してい
ます。

月に一度、ビューティーヘルパー（訪
問理容）を導入しています。ご本人の
ニーズに合わせて身だしなみが整うよ
うにお手伝いをしています。

一人ひとりを理解し、その人に合った
ケアを日々心がけています。職員全員
がご入居者様一人一人と、信頼関係を
構築できるよう日々努めています。

　人生の先輩としての敬意を払い、家
族として信頼関係を構築するように努
力している。元の職業が活かせる取り
組みなどを意識している。

日常の中で１対１でコミニケーション
を必ずとれるように心がけています。
また、表現をすることが難しくなって
きているご入居者様は、様子や行動か
ら読み取り出来る限り自己決定出来る
よう支援しています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

日常生活より、一人ひとりの習慣、周
期を把握するように努めています。ま
た、適度な運動と必要に応じて、ご家
族様、看護師、かかりつけ医への相談
を行いながら便秘予防と対応を行って
います。

週に２回～３回の入浴を行っていま
す。また、それ以外でも、希望があっ
たときはいつでも入浴が出来るよう努
めています。

　週に2～3回声かけを行って個別に入
浴している。状態の把握に努め、入浴
のない日は足浴を行っている。入浴し
たがらない人は時間や日をずらしてい
る。家族の入浴、夕方の入浴などの希
望に添っている。

基本は毎食後に口腔ケアを行っていま
す。能力に応じてお手伝いをします。
中には、生活習慣の異なる方もいらっ
しゃいますが、ご本人様とお話合いを
しながら、清潔を保つよう支援してい
ます。

　排泄チェック表で記録しているが、
自立している利用者が多く、トイレ後
に報告してくれる。個別に支援が必要
な利用者には声かけや一緒にトイレに
入るなどの支援を行っている。

一人ひとりに配慮しています。ご本人
様の体調や状態、また季節的な時期も
含め、その人にあった量、形、盛り付
けなどに気をつけ支援を行っていま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

ご家族様よりお小遣いをお預かりし
て、所定の場所で管理しています。ま
た、買い物などの際には、希望に応じ
てお金を使えるようにしています。

その人らしく生活していただけるよう
に出来ることは、自分で行えるように
支援しています。また、自然に出来た
役割や楽しみごとを大切にし、その人
が役割や活動がより楽しめるように支
援しています。

ご本人様の希望を出来るかぎり尊重
し、外に出たい希望があれば出かけら
れるように支援しています。その時
に、出られない場合には、予定を伝え
出かけられる日を検討します。約束を
守りながら、ご本人様の気持ちを大切
にしています。また、外食レクや、ド
ライブなどの機会をつくり、少しでも
生活が楽しめるように努めています。

　天気の良い日は車椅子も含め全員で
毎日散歩している。その日の気分で希
望者とランドマークタワーや大岡川の
花見、回転寿司等に行くこともある。
毎日の買い物に同行したり、商店街や
コンビニエンスストアに行く利用者も
いる。

日頃の生活習慣を大切にし、ご本人様
のペースで、いつでも休息をとれるよ
うに支援しています。

職員は、各フロアの主任を中心に薬の
管理、把握を行っています。また、薬
の変化、用途、副作用に関しても知る
ように努めています。薬の情報に関し
ては、常に最新のものが見やすいよう
に管理されています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご入居の際安全に配慮した過ごしやす
い環境を作っていただいています。ご
本人様が使い慣れた物、好みの物を活
かし自由に居心地のいい環境をご本人
様、ご家族様と相談しながら工夫して
います。

　入居時に「使い慣れた物を持ち込む
ことが出来る」と説明している。個室
には思い思いの暖簾が掛けられ、写真
やたんす、使い込まれた椅子などが持
ち込まれている。仏壇や位牌を持ち込
んでいる利用者もいる。

ご入居者様に使用する日常家具などは
安全で快適な物を考え配慮していま
す。ご自分で出来ることを大切に考
え、安心して安全に生活できるように
努めています。失敗や混乱を避けるこ
となく支援するように努めています。
ご本人様のわかる力を大切にし一緒に
解決策を見つけるようにしています。
職員間では、混乱してしまうケースを
予測するようにし、安心出来る環境を
作るように全員で考えています。

共同スペースは、誰でもが、いつでも
使いやすいよう綺麗に保たれていま
す。各フロア特色を活かし、活動で作
成したものを飾り季節感を取り入れた
り、写真を飾るなど工夫をしていま
す。

　食堂とリビングが分かれており、利
用者は好きな場所でくつろげる。リビ
ングにはテレビがあり、ベランダにプ
ランターの花があった。フロアには空
気清浄機が置かれている。訪問当日、
不快な音や臭いはなかった。

個人のお部屋以外は、オープンに使え
るようになっています。その中でも、
お気に入りの場所が見つかるよう椅子
を置いたり工夫をしています。

電話や、手紙はいつでも希望があれば
やり取りが出来るよう支援していま
す。届いた、郵便物は直接ご本人様に
手渡しを行っています。



56 レ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの レ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 レ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある レ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

レ 2，利用者の2/3くらいが レ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 レ 1，ほぼ全ての職員が

レ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが レ 2，利用者の2/3くらいが

レ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

レ 2，利用者の2/3くらいが レ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 レ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームみのり　若さん・宮さん

 ユニット名 ２階　若さん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支
援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

運営推進委員会を３カ月に１
回開催している。情報の交換
を中心に、認知症に関する簡
単な勉強会なども実施してい
る。

市町村開催のセミナーへ参加
呼びかけを、職員をはじめ地
域に向けて行っている。ま
た、事業所の状況を定期的に
報告し、アドバイスを頂きな
がら運営しています。

地域の方々をはじめ、突然の
訪問や見学に対しても気軽に
立ち寄ってもらえるようにい
つでも解放している。また、
毎日の散歩の中で地域ケアプ
ラザや、近隣の公園を利用し
ている。
ご入居者様のケアに配慮しつ
つ、地域からの相談、家族、
ボランティア、見学者、介護
実習生の受け入れなど、地域
へ向けていつでも解放してい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

管理者と職員は理念を共有す
る為に、各フロアに理念を提
示している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映させている

相談や苦情はいつでも言えること
を毛頭、文章にて伝えています。
窓口は担当者を決めています。第
三者へ伝えたい場合は、公的窓口
があることを文章にて伝えてい
る。迅速に対応し改善に努めてい
ます。

個々の必要性に応じて包括支
援センターと協働するように
している。

契約、解約時には利用者、家
族の疑問点を作らないように
十分な説明をすると共に、ど
のような事でも質問出来るよ
うに努めている。

夜間以外は、玄関やホールは解放
してあります。職員全員が意識で
きるよう、全員で声を掛け合いな
がら防止しています。入居者様に
自由に過ごしていただくことが、
身体拘束廃止につながる第一歩と
考えています。

高齢者虐待防止手引きを読み
あい、職員一人一人が虐待に
ついての意味を知るようにし
ている。また、虐待防止に関
しての研修にも職員全員が参
加できるよう、事業所内で研
修を実施。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働け
るよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

日本、神奈川県、横浜市グ
ループホーム協会に所属して
いる。出来る限り研修等に参
加してる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

相談から利用に至るまで、ご
本人の不安や困っているこ
と、希望等を十分な時間をか
けて聞くように心がけていま
す。利用後も安心できるまで
継続しています。

向上心は自分で持つものと日
頃から伝えている。職員の良
い点などは日頃から発見し、
伝えていくように心がけてい
る。改善すべき点は明確に伝
え、一緒に考えていくように
取り組んでいる。
職員が日常的に学ぶことを日
頃から伝えている。それぞれ
の段階に応じて研修参加を呼
びかけている。研修年次計画
をたて、職員が気軽参加でき
るような環境つくりに努めて
いる。

職員の採用、運営方法、入居
者受け入れや、入居継続の可
否については、職員と一緒に
検討している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

面会時間に制限なく、いつで
も来所可能になっています。
電話等も、ご本人の状況に合
わせて取り次ぎを行っていま
す。

一緒に過ごしていく中で、娘
であり、また孫であり、時に
良き相談者となり喜怒哀楽を
共有しながら、個々に合わせ
た時間をかけて信頼関係を作
り上げるように努めていま
す。
近況を定期的にお伝えしてい
ます。時間の制限なく面会を
受け入れます。面会時には相
談しやすいように職位は必ず
声かけを行っています。

相談から利用に至るまで、ご家族様が
不安や困っていること、求めているこ
とを十分な時間をかけて聞くように
し、混乱や気持ちが整理出来るようお
手伝いさせていただきます。ご利用者
共により良い方向に考えられるように
お手伝いをします。

可能な選択肢を提示し、自己
決定出来るように支援してい
る。電話相談でも、丁寧な対
応を心がけている。市町村の
サービス、介護保険のサービ
ス等公平な立場で説明するよ
うにしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

これまでの生活の様子を出来る限
りご家族様や、ご本人様からお聞
きし、個人情報に注意しながら、
職員間で共有するように努めてい
ます。日常の会話の中からも今ま
での暮らし方や、馴染みの物を知
るようにしています。

一人ひとりの生活スタイル、
ペースを大切にし生活が安定
しているか、安心して暮らせ
ているかなど、常に把握する
ように努めている。

必要に応じて対応していま
す。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日常の様子の中や、発言の中
からくみとるように努めてい
ます。

お互いが出来ない事をフォ
ローし合える状況が出来てい
る。必要に応じて職員が入る
ことで関わり合いを深められ
るよう努めています。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容
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己
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

ご家族様の対応を中心とした、かかり
つけ医への定期的な受診を必要に応じ
てお手伝いさせていただいています。
受診前には、日頃の様子を細かくお伝
えし、必要に応じて情報を提供してい
ます。ご家族様へのご負担も考え、都
合が悪い時や、緊急時には職員で受診
の対応を行っています。また、必要で
あれば主治医の先生へお手紙を作成す
ることもあります。

ご本人様、ご家族様のニーズ
には出来るだけ柔軟に対応す
るように心がけています。ま
た、ご本人様の状況を踏まえ
それらのニーズに対して十分
な検討、相談を行い、想いに
沿えるよう心がけています。
地域の催し物、ケアプラザの
体操教室等、ご本人様が地域
の住人として暮らせるよう、
周囲の方々に支えてもらって
います。

日常の情報を職員全員で共有
しながら、ケアに反映させて
います。また、モニタリング
を通し計画作成担当者とケア
プランの見直しを行ってま
す。

日常の様子、言動を時刻に制
限なく介護記録に記入してい
ます。また、記録をもとにそ
の人らしい介護計画になるよ
うに努めています。専門用語
はなるべく使用しないように
心がけています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

急変や緊急時の対応に関してはマニュ
アルを基に、会議を実施している。ま
た、今後の課題は、職員全員が急変、
緊急時等の対応に関する研修に参加で
きるよう検討している。

運営推進委員会や、地域の消
防署の情報交換等に参加。定
期的に避難訓練を実施。地域
への参加も呼びかけを行い、
お互いに助け合える体制が出
来るように努めている。

入院をした際、病院に必ず伺い病状や
今後の対応を確認するようにしていま
す。また、ご家族様と相談の上で必要
に応じてご家族様と一緒に担当医のお
話を伺い、本人の状態に合わせて施設
での生活になるべく早く戻れるよう支
援しています。

日常の様子、変化を細かくご家族様へ
お伝えし必要に応じてかかりつけ医へ
の相談を行っています。職員全員で方
針を定め関係者と繰り返し相談を行い
ないながらケアに努めています。ま
た、医療連携体制導入に伴い、重度
化・終末期に向けた指針を作成し、一
人一人を大切に思うチームケアに努め
ています。

平成２２年７月より、医療連携体制を
確保。ご利用者様をはじめ、ご家族様
にも安心してご利用いただくために導
入しました。週に一回の看護師の訪問
で、個々のかかりつけ医（主治医）へ
の連携も図っています。また、看護師
は馴染みの関係を構築する為に、いつ
も同じ人が訪問します。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かし
ながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

食事の準備など、一人ひとり
の能力に応じて一緒に行って
います。また、片付けでも、
ご入居者様に負担にならない
よう配慮し一緒に行っていま
す。

２４時間全体を通して、ご本
人様のペースで生活が出来る
よう支援しています。

月に一度、ビューティーヘル
パー（訪問理容）を導入して
います。ご本人のニーズに合
わせて身だしなみが整うよう
にお手伝いをしています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人ひとりを理解し、その人
に合ったケアを日々心がけて
います。職員全員がご入居者
様一人一人と、信頼関係を構
築できるよう日々努めていま
す。

日常の中で１対１でコミニケー
ションを必ずとれるように心がけ
ています。また、表現をすること
が難しくなってきているご入居者
様は、様子や行動から読み取り出
来る限り自己決定出来るよう支援
しています。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

日常生活より、一人ひとりの
習慣、周期を把握するように
努めています。また、適度な
運動と必要に応じて、ご家族
様、看護師、かかりつけ医へ
の相談を行いながら便秘予防
と対応を行っています。
週に２回～３回の入浴を行っ
ています。また、それ以外で
も、希望があったときはいつ
でも入浴が出来るよう努めて
います。

基本は毎食後に口腔ケアそ
行っています。能力に応じて
お手伝いをします。中には、
生活習慣の異なる方もいらっ
しゃいますが、ご本人様とお
話合いをしながら、清潔を保
つよう支援しています。

一人ひとりに配慮していま
す。ご本人様の体調や状態、
また季節的な時期も含め、そ
のい人にあった量、形、盛り
付けなどに気をつけ支援を
行っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、
安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支
援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

ご家族様よりお小遣いをお預
かりして、所定の場所で管理
しています。また、買い物な
どの際には、希望に応じてお
金を使えるようにしていま
す。

その人らしく生活していただける
ように出来ることは、自分で行え
るように支援しています。また、
自然に出来た役割や楽しみごとを
大切にし、その人が役割や活動が
より楽しめるように支援していま
す。

ご本人様の希望を出来るかぎり尊
重し、外に出たい希望があれば出
かけられるように支援していま
す。その時に、出られない場合に
は、予定を伝え出かけられる日を
検討します。約束を守りながら、
ご本人様の気持ちを大切にしてい
ます。また、外食レクや、ドライ
ブなどの機会をつくり、少しでも
生活が楽しめるように努めていま
す。

日頃の生活習慣を大切にし、
ご本人様のペースで、いつで
も休息をとれるように支援し
ています。

職員は、各フロアの主任を中心に
薬の管理、把握を行っています。
また、薬の変化、用途、副作用に
関しても知るように努めていま
す。薬の情報に関しては、常に最
新のものが見やすいように管理さ
れています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

ご入居の際安全に配慮した過
ごしやすい環境を作っていた
だいています。ご本人様が使
い慣れた物、好みの物を活か
し自由に居心地のいい環境を
ご本人様、ご家族様と相談し
ながら工夫しています。
ご入居者様に使用する日常家具などは
安全で快適な物を考え配慮していま
す。ご自分で出来ることを大切に考
え、安心して安全に生活できるように
努めています。失敗や混乱を避けるこ
となく支援するように努めています。
ご本人様のわかる力を大切にし一緒に
解決策を見つけるようにしています。
職員間では、混乱してしまうケースを
予測するようにし、安心出来る環境を
作るように全員で考えています。

共同スペースは、誰でもが、
いつでも使いやすいよう綺麗
に保たれています。各フロア
特色を活かし、活動で作成し
たものを飾り季節感を取り入
れたり、写真を飾るなど工夫
をしています。
個人のお部屋以外は、オープ
ンに使えるようになっていま
す。その中でも、お気に入り
の場所が見つかるよう椅子を
置いたり工夫をしています。

電話や、手紙はいつでも希望
があればやり取りが出来るよ
う支援しています。届いた、
郵便物は直接ご本人様に手渡
しを行っています。


